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我が国における再生医療分野の進展は目覚ましく、①間葉系幹細胞の実用化、②細

胞シートの実用化、③他家 iPS 細胞移植を可能とするユニバーサル iPS 細胞の開発、

④オルガノイド培養技術の開発、などの多数の成果が挙げられている。今後、3Ｄバ

イオプリンター技術や細胞工学との融合によりさらなる進展が期待されている。一方、

再生歯科医学分野においてもこれらの基盤となる技術の導入が図られ、ヒトを対象と

した臨床試験に関する報告もなされている。本報告では、①歯の再生、②歯髄の再生、

③歯周組織の再生、④唾液腺の再生、についてこれまでの実績と最近の進展について

述べる。 

歯の再生については、我が国は欧米と比較しても優れた極めて高い技術力を有して

いる。2007 年に開発された先進技術である歯の器官再生技術は、大動物（イヌ）への

応用がなされ歯の再生が確認されている 1, 2）。また、iPS細胞を用いた歯の再生も基礎

研究ではあるがトップジャーナルに掲載されている 3）。加えて、最近の注目すべき成

果として抗体医療の応用が挙げられる。すなわち、BMPシグナルを活性化する抗USAG-

1 中和抗体を用いた歯の再生技術が開発された 4）。既に同技術による歯の再生を目的

とするベンチャー企業の設立もなされ、世界的な展開をみせている。歯髄の再生につ

いては、これまで 2003 年に米国の研究グループが歯髄幹細胞や脱落乳歯幹細胞の存

在を報告して以来、その研究の中心は米国となっている。一方、我が国でも歯髄幹細

胞を用いた基礎研究が進められ、ヒトを対象とした自家歯髄幹細胞移植による歯髄の

再生が報告されている 5-7）。歯周組織の再生については、これまで進められてきた細

胞シート工学やサイトカイン療法の臨床試験が実施された。すなわち、ヒト自家歯根

膜シートを用いた歯周病患者の治験が実施され、その安全性と有効性が報告されてお

り実用化が検討されている 8-10）。さらに、サイトカイン療法の 1 つとして塩基性線維

芽細胞増殖因子（basic fibroblast growth factor：FGF-２または bFGF）が、本邦初

の歯周組織再生薬（リグロス）として商品開発に至ったことは大きな成果として挙げ

られる 11, 12）。唾液腺の再生については、世界的にも唾液腺幹細胞を用いた細胞治療に

よる唾液分泌障害の治療研究が行われているが、未だ動物レベルで臨床応用には至っ

ていない。一方、間葉系幹細胞を用いた口腔乾燥症患者の臨床試験は、すでに欧米や

中国のグループが実施しており、我が国よりも先行している。我が国においては、マ

ウスES細胞から唾液腺オルガノイドの作出に成功し、さらなる展開が期待される 13）。 

次に、過去の PubMed掲載論文数を国別で比較しその傾向を分析した。最近 5年間

（2017 年〜2021 年）の論文掲載数は、唾液腺再生分野を除くいずれの領域において

も中国からの掲載数が飛躍的に増え、既に米国の総数を上回る勢いである。我が国

は、論文掲載数において中国、米国に次ぐ存在であるが、韓国の掲載数が伸びており

我が国を追随する存在となっている。我が国の再生医療の研究レベルは極めて高く、

2014年に施行された再生医療等安全性確保法、医薬品医療機器法によって、さらにそ

の臨床応用への環境が加速された。現在、多くの組織・臓器における iPS 細胞を用い
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た臨床研究・治験が急速に進められている。今後、再生歯科医学領域においても、他

分野との技術融合の促進による早期の臨床応用実現への取り組みが期待されている。 
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